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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：横田 文彦 准教授 （Q-AOSコーディネーター）

近年わが国でも貧困に関連した社会問題が取り
上げられてきています。そのような状況をより
細かく把握するため、信頼性の高い地域別のエ
ビデンス資料作成は非常に重要になると考えら
れます。ところで、こうした課題解決に数理的
観点からの貢献可能性はないといってよいので
しょうか。講演者は、そのような社会的問題に
おいても数理的研究の威力を発揮できると考え
ています。本講演では、社会的課題として貧困
問題に焦点をあて、統計数理的観点からの地域
別貧困率推定への貢献可能性をお伝えしたいと
思います。
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社会的課題への
統計数理的観点からの貢献可能性
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大阪大学大学院基礎工学研究科博士後期
課程単位取得退学後、博士学位 ( 工学 )
を取得しました。統計数理研究所などを
経て、2019年度に九州大学マス・フォア・
インダストリ研究所 (九州大学数理・デー
タサイエンス教育研究センター兼任 ) の
特定プロジェクト助教に着任。2022 年
度に九州大学マス・フォア・インダスト
リ研究所専任助教に着任しました。
SENTAN Q( ダイバーシティ・スーパー
グローバル教員育成研修 ;
 https://sentan-q.kyushu-u.ac.jp/) の
遂行のため、最近までアメリカにて国際
共同研究を行っていました。専門は、統
計科学・統計数理です。より具体的には、
小区分ごとの統計的推測法の研究を行っ
ており、将来は、証拠に基づく政策立案
（EBPM：Evidence Based Policy 
Making）に向けた、統計学的視点から
の社会貢献を目指しています。


